
民
間
団
体
部
門  

優
秀
賞

民
間
団
体
部
門  

優
秀
賞

【中学・高校生の若者へ】医療系学生による
人体や医療についての出張/オンライン授業

プロジェクト

中高生へ正しい医療情報を届けたい
取組の経緯

医療不安の中から地域住民自らが組織を立ち上げる
取組の経緯

体を使って実のある授業に

若い世代から変えていく、医療のかかり方

事業の概要と特徴
「地域づくり活動」として
「住民にしかできないこと」を実践

事業の概要と特徴

医療のかかり方を変えていくポイント 住民意識の醸成へ～住民活動を継続的に展開～
医療のかかり方を変えていくポイント

　実習や自らの受療経験を通じて医療現場を体験した医療系学生が、中学生・高校生(以下中高生)の目線に
たち、次の２つの目的をもって出張授業を立ち上げた。  

①中高生に正しい医療知識、特に緊急時の対応を身につけてもらい、その後の人生で役立ててもらうこと 
②医療に関心を持ってもらい、自分の体について主体的に考え決める姿勢を身につけてもらうこと 

　本企画を通して、患者にも人体や医療について正しく調べる力を養ってもらうことで、医療者患者間に信
頼関係が構築され、医療現場の負担が軽減されると考えている。
　2020年春、COVID-19の感染者が急増し医療提供体制の逼迫が問題となった。巷には不正確な情報が
見られたことから感染症についてのオンライン授業も行った。

急なけがや病気に遭遇した際、焦らず適切な初期対応を行うことができれば、患者の命が助かる可能性が高くなる。
救急車を呼ぶべきか否か、救急外来を受診すべきなのかについても判断できる知識を多くの人が持っていること
で、無用な受診を減らすと同時に、逆に軽く見えても実は重症な患者が適切に医療機関を受診することができるよ
うになる。健康で、自分の体について考える機会が少ないであろう中高生をターゲットとし、若いうちから医療に
関心をもってもらうことで、いざ医療サービスを必要とする状況になった際に適切な機関に相談できるだろう。
また、デジタルネイティブ世代の彼らがネットやSNS上の誤った情報に惑わされることを防ぐこともできる。さらに、
若者のヘルスリテラシーを向上させることは患者医療者間のコミュニケーションの円滑化につながり、医療者側の
一方的な医療行為の押しつけや、患者側が抱く医療への不安や不満も少なくなるだろう。

①中学・高校への出張授業(2019年2月～現在:のべ12回) 
内容：救急症例に対する応急処置をゲーム形式で学ぶワークショップと人体の解剖や医療機関
の適切な受診方法などについての講義

②新型コロナウイルスについてのオンライン授業(2020年4月～5月:計3回)
 内容:新型コロナウイルスの基本的知識・感染対策の説明、医療崩壊についてのワークショップ、
中高生の質問に答えるコーナー
　本取り組みは、医学部、看護学部、薬学部、検査科、放射線専攻など、多様な学部の大学生が
運営に携わっている。参加した中高生に“楽しんで正しい知識を得てもらう”ことを第一に、授業
内容を考案している。具体的には、創傷メイクやAEDシミュレーターを用いて救急の現場にい
ることを体感してもらったり、考えたこと・知ったことを実際に体に動かして実践してもらったり、
理解しやすい説明を取り入れたり、病気の機序のみならず重症度の判断方法や適切な医療情報
の調べ方も説明するなどの工夫をしている。授業後のアンケートでは毎回高い満足度を得てお
り、繰り返し参加してくれる高校生も少なくない。加えて、本授業はスタッフとして関わる大学生
の学習意欲の向上や医学知識の深い理解にも寄与しており、中高生と大学生の双方にとって良
い影響を与えている。

MedYou Labo
受賞者

〒420-0881　静岡県静岡市葵区北安東3-28-11 ラピスフルーメン106 090-6958-1091電話所在地

URL E-mailhttps://www.medyoulabo.org/ medyou.labo@gmail.com

「住民が担う地域医療」
～仲間と実践してきたこの１０年～

プロジェクト

　2009年、公立雲南総合病院（現雲南市立病院）の厳しい経営状況が新聞報道され、住民は不安の
中にあった。そんな中、地域自主組織を中心とした住民有志が自発的に病院支援の活動を開始した。
　住民の意識は不安からのスタートであったが「住民にもできる事を」の考え方から「住民にしかでき
ないことを」に進化し、がんばれ雲南病院市民の会を組織した。その事業の一つとして開始した病院ボ
ランティアは、ボランティアの会の設立につながり、その取り組みが加速的に広がっていった。
　この２つの組織は、活動の目的を共有し、分担して進める手法で、相互に手を携えた活動へと進んで
いった。
　現在、「市民の会・病院ボランティア」が実践している活動は、住民が担うべき地域医療の一端であり、
住民にできる「地域づくり活動」として推進している。

・ キーワードは『住民同士の意識』大規模な講演会だけでなく、お互いに話し合える場を設け医療の理解
  を深める。また、受診の便利手帳を市内全戸に配布し、医療資源の重要性と『ルールを守る患者』を
  醸成する。
・ ボランティア活動は、住民自身が当然の責務として病院を支援することによって病院を知り、医療の
  重要性を認識する大きな機会となる。
・ 「医療を取り巻く環境や地域医療の現状」を知り、住民の立場で可能な域医療活動に参加し、地域づ
  くり活動の一環として実践することが重要。
・ 今や地域医療の課題は、医療機関のみで解決せず、地域・家庭へと移り、地域全体で支える時代が到来
  し、まちづくりの一部である。時代とともに変化する医療のテーマを理解し、住民が受け持つことによっ
  てのみ達成できる部分を知り、地域医療の当事者として、より多くの住民によって継続的な活動が必要。

　がんばれ雲南病院市民の会は、地域住民が拠出した基金で運営し、地域の医療課題や正しい受診方
法手帳など、住民が住民に対し、地域医療の啓発や病院への理解促進など住民が担うべき啓発活動を
実施。サンキューメッセージは、患者や家族が「ありがとう」の気持ちをメッセージにし病院内に設置し
た投函ボックスに入れ、内容を医療従事者に直接伝える活動を実施している。
　雲南市立病院ボランティアの会は、会員の年会費を活動資金とし、病院正面玄関での車いす介助や
診療費自動支払機の決済サポートのほか、病院内の美化作業や整備、また病院行事にも参加し、病院
ボランティア活動を実践している。
　共同で実施する活動は、住民を対象とした研修会や講演会を実施し、地域の現状や地域包括ケアシ
ステムへの理解促進のほか、市立病院へ赴任された医師の歓迎会を行い、住民だからこそできる『暖
かいお迎え』で医療従事者が働きやすい地域環境を醸成している。

がんばれ雲南病院市民の会・雲南市立病院ボランティアの会
受賞者

〒699-1251　島根県雲南市大東町大東2419-1 NPO法人まちづくり工房うんなん内　 0854-43-2270電話所在地
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